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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報データがトラックに予め記録された再生専用の光学式記録媒体であって、
　前記情報データに対する誤り訂正の単位となる単位ブロックが、同期コードを各々付加
した複数のフレームに分割されて記録されている単位ブロック領域と、
　隣接する前記単位ブロック領域間の境界部に挿入され、前記単位ブロック領域の同期コ
ードとは異なるパターンの同期コードを各々付加した２つのフレームに分割されてリンキ
ングデータが記録されているリンキング領域と、を備え、
　前記リンキングデータはスクランブルされ、隣接トラック間において前記リンキングデ
ータの記録パターンは互いに異なり、
　前記リンキング領域内の２つの同期コードの同期パターンが互いに異なることを特徴と
する光学式記録媒体。
【請求項２】
　前記リンキングデータは、アドレス情報に基づいてスクランブルされていることを特徴
とする請求項１記載の光学式記録媒体。
【請求項３】
　前記アドレス情報は、前記リンキング領域に隣接する前記単位ブロック領域のアドレス
情報であることを特徴とする請求項２記載の光学式記録媒体。
【請求項４】
　情報データがトラックに予め記録された再生専用の光学式記録媒体であって、
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　前記情報データに対する誤り訂正の単位となる単位ブロックが、同期コードを各々付加
した複数のフレームに分割されて記録されている単位ブロック領域と、
　隣接する前記単位ブロック領域間の境界部に挿入され、前記単位ブロック領域の同期コ
ードとは異なるパターンの同期コードを各々付加した２つのフレームに分割されてリンキ
ングデータが記録されているリンキング領域と、を備え、
　前記リンキング領域に記録されているリンキングデータは隣接トラック間において互い
に異なるアドレス情報を初期値とする乱数であり、
　前記リンキング領域内の２つの同期コードの同期パターンが互いに異なることを特徴と
する光学式記録媒体。
【請求項５】
　前記リンキングデータは、アドレス情報を初期値とする乱数と、所定のデータとの排他
的論理和であることを特徴とする請求項４記載の光学式記録媒体。
【請求項６】
　前記アドレス情報は、前記リンキング領域に隣接する前記単位ブロック領域のアドレス
情報であることを特徴とする請求項４記載の光学式記録媒体。
【請求項７】
　情報データがトラックに予め記録された再生専用の光学式記録媒体であって、
　前記情報データに対する誤り訂正の単位となる単位ブロックが、同期コードを各々付加
した複数のフレームに分割されて記録されている単位ブロック領域と、隣接する前記単位
ブロック領域間の境界部に挿入され、前記単位ブロック領域の同期コードとは異なるパタ
ーンの同期コードを各々付加した２つのフレームに分割されてリンキングデータが記録さ
れているリンキング領域と、を備え、
　前記リンキング領域に記録されているリンキングデータは、隣接トラック間において互
いに異なるアドレス情報を初期値としてビットシフトされたデータであり、
　前記リンキング領域内の２つの同期コードの同期パターンが互いに異なることを特徴と
する光学式記録媒体。
【請求項８】
　前記リンキングデータは、アドレス情報を初期値としてビットシフトされたデータと、
所定のデータとの排他的論理和であることを特徴とする請求項７記載の光学式記録媒体。
【請求項９】
　前記アドレス情報は、前記リンキング領域に隣接する前記単位ブロック領域のアドレス
情報であることを特徴とする請求項７記載の光学式記録媒体。
【請求項１０】
　前記リンキング領域は、前記隣接する単位ブロック領域の全ての境界部に挿入されるこ
とを特徴とする請求項１記載の光学式記録媒体。
【請求項１１】
　前記リンキング領域には、前記単位ブロック領域における同期コード間隔と同間隔とな
る位置に、同期コードが記録されるデータフォーマットが形成されていることを特徴とす
る請求項１記載の光学式記録媒体。
【請求項１２】
　前記リンキング領域には、前記単位ブロック領域における同期コード間隔と同間隔とな
る位置のみに、前記同期コードが記録されることを特徴とする請求項１記載の光学式記録
媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学式記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＤＶＤ－ＲやＤＶＤ－ＲＷ等の書き込み可能な光学式記録媒体においては、既に書き込
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みが行われた位置に続いて新たな情報データを書き込む場合があり、その繋ぎ部分にリン
キング領域が生じる。リンキング領域にはその後のデータ領域の情報データの読み取りの
ための同期データが書き込まれる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、このように書き込み可能な記録媒体にリンキング領域ができることは、
ＤＶＤ－ＲＯＭのような書き込みができない再生専用の記録媒体との記録フォーマット上
の互換性が取れなくなる可能性があるという問題点があった。
【０００４】
　そこで、本発明の目的は、書き込み可能な光学式記録媒体と記録フォーマット上の互換
性を持つことができる再生専用の光学式記録媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に係る発明の光学式記録媒体は、情報データがトラックに予め記録された再生
専用の光学式記録媒体であって、前記情報データに対する誤り訂正の単位となる単位ブロ
ックが、同期コードを各々付加した複数のフレームに分割されて記録されている単位ブロ
ック領域と、隣接する前記単位ブロック領域間の境界部に挿入され、前記単位ブロック領
域の同期コードとは異なるパターンの同期コードを各々付加した２つのフレームに分割さ
れてリンキングデータが記録されているリンキング領域と、を備え、前記リンキングデー
タはスクランブルされ、隣接トラック間において前記リンキングデータの記録パターンは
互いに異なり、前記リンキング領域内の２つの同期コードの同期パターンが互いに異なる
ことを特徴としている。
【０００６】
　請求項４に係る発明の光学式記録媒体は、情報データがトラックに予め記録された再生
専用の光学式記録媒体であって、前記情報データに対する誤り訂正の単位となる単位ブロ
ックが、同期コードを各々付加した複数のフレームに分割されて記録されている単位ブロ
ック領域と、隣接する前記単位ブロック領域間の境界部に挿入され、前記単位ブロック領
域の同期コードとは異なるパターンの同期コードを各々付加した２つのフレームに分割さ
れてリンキングデータが記録されているリンキング領域と、を備え、前記リンキング領域
に記録されているリンキングデータは隣接トラック間において互いに異なるアドレス情報
を初期値とする乱数であり、前記リンキング領域内の２つの同期コードの同期パターンが
互いに異なることを特徴としている。
【０００７】
　請求項７に係る発明の光学式記録媒体は、情報データがトラックに予め記録された再生
専用の光学式記録媒体であって、前記情報データに対する誤り訂正の単位となる単位ブロ
ックが、同期コードを各々付加した複数のフレームに分割されて記録されている単位ブロ
ック領域と、隣接する前記単位ブロック領域間の境界部に挿入され、前記単位ブロック領
域の同期コードとは異なるパターンの同期コードを各々付加した２つのフレームに分割さ
れてリンキングデータが記録されているリンキング領域と、を備え、前記リンキング領域
に記録されているリンキングデータは、隣接トラック間において互いに異なるアドレス情
報を初期値としてビットシフトされたデータであり、前記リンキング領域内の２つの同期
コードの同期パターンが互いに異なることを特徴としている。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施例を図面を参照しつつ詳細に説明する。
【０００９】
　図１は本発明による光ディスクの原盤記録装置を示している。この記録装置は例えば、
ＤＶＤ－ＲＯＭ用の記録原盤１に情報を記録する装置であり、マスタクロック発生器１１
、ＰＬＬ回路１２、記録信号発生回路１３、光変調器１４、記録アクチュエータ１５、ス
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ピンドルモータ１６、サーボコントローラ１７及びメインコントローラ１８を備えている
。
【００１０】
　マスタクロック発生器１１はマスタクロック信号を発生し、そのマスタクロック信号を
ＰＬＬ回路１２及びサーボコントローラ１７に供給する。サーボコントローラ１７にはマ
スタクロック信号が供給されると共にスピンドルモータ１６から回転周波数を示す周波数
信号ＦＧが供給される。サーボコントローラ１７は周波数信号ＦＧがマスタクロック信号
に同期するようにスピンドルモータ１６の回転制御、すなわちスピンドルサーボ制御を行
う。
【００１１】
　ＰＬＬ回路１２はマスタクロック信号に基づいて記録クロック信号を発生する。記録信
号発生回路１３は、記録されるべき情報データ（主データ）及び情報データに対応したア
ドレスデータを出力するデータ発生部２０と、その情報データ及びアドレスデータに基づ
いてＥＣＣ(Error Correction Code)ブロックに適合したセクタデータとして出力するＥ
ＣＣブロック化回路２１と、リンキング領域用の乱数データを生成する乱数発生器２２と
、記録クロック信号に応じて１ＥＣＣブロック毎にタイミング信号を発生するタイミング
回路２３と、ＥＣＣブロックの情報データと乱数データとをタイミング信号に応じて切り
替えて出力する切替回路２４と、切替回路２４から出力されるデータに対して８－１６変
調を施す変調器２５と、変調後のデータに１４Ｔの同期パターンを含む同期コードを付加
して記録信号とする同期付加回路２６とを備えている。メインコントローラ１８は記録信
号発生回路１３内の各部２０～２６をＰＬＬ回路１２の出力クロックに同期して制御する
。
【００１２】
　光変調器１４は記録信号発生回路１３からの記録信号に応じてレーザ光を変調し、その
変調したレーザ光を記録アクチュエータ１５に供給する。記録アクチュエータ１５はスピ
ンドルモータ１６によって回転された記録原盤１の記録部にレーザ光を照射して露光を行
う。
【００１３】
　乱数発生器２２は、図２に示すように、メモリ３１と、１１個のＤフリップフロップ回
路３２～４２と、１個の加算器４４とからなる。メモリ３１は１１ビットの初期値を予め
記憶しておりそれを原盤１への記録開始時にメインコントローラ１８からの指令に応答し
てＤフリップフロップ回路３２～４２に出力する。Ｄフリップフロップ回路３２～４２各
々はプリセット入力を有し、そのプリセット入力にメモリ３１からの初期値の各対応ビッ
トが供給される。また、Ｄフリップフロップ回路３２～４２各々は入力Ｄに供給されてい
る１ビットのデータをクロックに応答して出力Ｑから出力する。それらのＤフリップフロ
ップ回路３２～４２は加算器４４を挟んでリンク状に接続されている。すなわち、加算器
４４はフリップフロップ回路３２と３３との間に接続され、フリップフロップ回路４２の
出力Ｑは加算器４４とフリップフロップ回路３２の入力Ｄとに接続されている。加算器４
４はフリップフロップ回路３２，４２各々の出力Ｑからのデータを加算してフリップフロ
ップ回路３３の入力Ｄに供給する。Ｄフリップフロップ回路３５～４２の出力Ｑから８ビ
ットのリンキング領域用データが出力される。リンキング領域用データは情報データ片の
疑似データである。
【００１４】
　次に、かかる構成の原盤記録装置の動作を説明する。
【００１５】
　記録されるべき情報データ及びアドレスデータに基づいてＥＣＣブロック化回路２１で
は９１バイトのデータ片を順次作成して出力する。
【００１６】
　１ＥＣＣブロックはＤＶＤフォーマットでは図３に示すように、１６セクタからなる。
各セクタは１３行×１８２バイトからなるデータ構造を有する。各行の９１バイト毎に１
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データ片をなすので、各行は２つのデータ片（９１バイト×２）を構成する。
【００１７】
　そのデータ片は切替回路２４を介して変調器２５に供給され、８－１６変調が施された
後、同期付加回路２６に供給される。同期付加回路２６は変調後の１８２バイト（１４５
６ビット）のデータ片に１４Ｔの同期パターンを含む同期コード（３２ビット）を付加し
て記録信号とする。同期コードは８通りのコードＳＹ０～ＳＹ７のいずれか１であり、セ
クタ内のデータ位置を識別可能にする識別データである。
【００１８】
　図４は１セクタ分の記録信号のデータ構成を示している。変調後のデータ片の前に同期
コード（ＳＹ０～ＳＹ７）が位置し、１行には２組の同期コード及びデータ片が配置され
ている。
【００１９】
　一方、乱数発生器２２においては、記録開始時に初期値がメモリ３１から１１個のＤフ
リップフロップ回路３２～４２に対して出力される。Ｄフリップフロップ回路３２～４２
各々は初期値の対応するビットの値を出力する。Ｄフリップフロップ回路３５～４２の出
力値がリンキング領域用データとなる。その後はクロックが供給される毎に入力側に接続
されたＤフリップフロップ回路又は加算器４４の出力値を読み取って８ビット（１バイト
）のリンキング領域用データとして出力する。Ｄフリップフロップ回路３２～４２のクロ
ック端子Ｃにはクロックが例えば、リンキング領域毎に供給されてると共に加算器４４に
よる加算動作によってリンキング領域用データはクロック毎に更新される。リンキング領
域用データは上記のデータ片の疑似データであり、９１バイトとなる。１つのリンキング
領域では９１×２バイトのリンキング領域用データが生成される。
【００２０】
　切替回路２４は１ＥＣＣブロック分のデータ片をＥＣＣブロック化回路２１から中継し
た後にタイミング信号に応答して切替動作を行う。よって、切替回路２４は乱数発生器２
２の出力データを変調器２５に中継する状態となる。乱数発生器２２からはリンキング領
域用データが切替回路２４を介して変調器２５に供給され、８－１６変調が施された後、
同期付加回路２６に供給される。同期付加回路２６は変調後の１８２バイト（１４５６ビ
ット）のリンキング領域用データに１４Ｔの同期パターンを含むリンキング領域用の同期
コード（３２ビット）を付加して記録信号とする。１行の１番目の同期コードはＳＹＸで
あり、２番目の同期コードはＳＹＹである。同期コードＳＹＸ及びＳＹＹは同期コードＳ
Ｙ０～ＳＹ７とは異なるパターンを有し、リンキング領域を表すコードである。
【００２１】
　リンキング領域は、ＥＣＣブロック（データブロック領域）間に形成される領域であり
、図５に示すように、１ＥＣＣブロック(ｎ－１)と次の１ＥＣＣブロック(ｎ)との間に配
置される２つのシンクフレームからなる。
【００２２】
　記録信号発生回路１３から出力された記録信号は光変調器１４にてレーザ光を変調し、
その変調後のレーザ光は記録アクチュエータ１５に供給される。記録アクチュエータ１５
はスピンドルモータ１６によって回転された記録原盤１の記録部にレーザ光を照射して露
光を行う。
【００２３】
　光変調器１４は記録信号発生回路１３からの記録信号に応じてレーザ光を変調し、その
変調したレーザ光を記録アクチュエータ１５に供給する。記録アクチュエータ１５はスピ
ンドルモータ１６によって回転された記録原盤１の記録部にレーザ光を照射して露光を行
う。
【００２４】
　記録原盤１からマスタディスクを作成した後、そのマスタディスクのスタンパで複製製
造されることによって光ディスクが得られる。
【００２５】
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　光ディスクのトラックには、例えば、図６に示すように、リンキング領域が形成される
。また、トラックによっては図７に示すように隣接してリンキング領域が形成されること
がある。しかしながら、上記したように乱数発生器２２から乱数値として発せられたリン
キング領域用データが用いられるので、隣接トラックのリンキング領域のデータパターン
は互いに異なる。例えば、図７に示すように、隣接する各リンキング領域のデータパター
ンは第１パターン、第２パターン及び第３パターンは互いに異なる。
【００２６】
　光ディスクに記録された情報を正確に読み取るために読み取り用の光ビームを記録トラ
ック上に制御するトラッキング制御が行われる。ＤＶＤ－ＲＯＭ等の高密度の光ディスク
のトラッキング制御には位相差法が用いられている。位相差法では、４分割の光検出器の
相対する受光部の受光信号の和信号の差に応じて光ビームの照射位置と記録トラックと誤
差量を示すトラッキングエラー信号を生成することが行われる。位相差法の場合に、隣接
トラックの相関性が強いとトラッキングエラー信号は隣接トラックからクロストーク成分
を含んでしまうので、トラッキング制御が不安定になる。ところが、隣接トラック間にお
いてリンキング領域の隣接部分がある場合には図７に示したように、そのリンキング領域
のデータパターンが異なるので、隣接トラックの相関性を低くすることができる。よって
、位相差法のトラッキング制御を用いても安定したトラッキング制御をなすことができる
。
【００２７】
　なお、乱数発生器２２は初期値としてそのときのアドレスデータ（隣接のデータ領域の
アドレスを示すアドレスデータ）を用いても良い。すなわち、図１に波線で示すようにア
ドレスデータを乱数発生器２２に供給し、Ｄフリップフロップ回路３２～４２各々は例え
ば、最初のリンキング領域になったときにプリセット入力からアドレスデータを入力して
リンキング領域用データを生成するのである。また、メモリ３１に複数の初期値を用意し
ておき、アドレスデータに応じて複数の初期値のうちのいずれか１を選択しても良い。
【００２８】
　アドレスデータを初期値として用いる場合には、乱数発生器２２においてそのアドレス
データを乱数のリンキング領域用データと共に記録するようにしても良い。例えば、図８
に示すように、リンキング領域の２つのシンクフレームには同期コードＳＹＸ，ＳＹＹ、
アドレスデータ及びリンキング領域用データがその順に配置される。初期値に対する乱数
発生器２２の乱数発生パターンを予め分かっているならば、アドレスデータとリンキング
領域用データとを読み出してアドレスデータとリンキング領域用データとの関係に基づい
てリンキング領域用データを有用なデータとして用いることができる。
【００２９】
　また、図９に示すように、乱数発生器２２とそれと同様の構成の乱数発生器２８とを直
列に接続しても良い。
【００３０】
　更に、リンキング領域用データを生成するための構成としては、図１０に示すように乱
数発生器２２と、スクランブル回路２９と、メモリ３０とを用いても良い。スクランブル
回路２９はＥＸ－ＯＲ回路からなる。メモリ３０にはスクランブル用の８ビットデータが
予め書き込まれている。スクランブル回路２９では、リンキング領域毎に乱数発生器２２
から生成されるリンキング領域用データとスクランブル用データとのＥＸ－ＯＲが採られ
、それが最終的なリンキング領域用データとされる。
【００３１】
　図１０のリンキング領域用データ生成部においても、図９に示した構成と同様に、乱数
発生器２２と乱数発生器２８とを直列に接続しても良いことは勿論である。また、図１０
に波線で示すようにアドレスデータを乱数発生器２２に供給し、記録開始時のアドレスデ
ータを初期値として用いても良い。
【００３２】
　図１１は記録信号発生回路１３の他の構成例を示している。図１１の記録信号発生回路
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１３においては、ＥＣＣブロック化回路２１、変調器２５、同期付加回路２６及び切替回
路２４の順に接続され、切替回路２４が同期付加回路２６の後段に設けられている。リン
キング領域用データの生成構成としては、乱数発生器２２と変調器２２ａとが設けられて
いる。乱数発生器２２から出力されるリンキング領域用データは変調器２２ａによって８
－１６変調が施された後、切替回路２４に供給される。切替回路２４はタイミング回路２
３から出力されるタイミング信号に応じて同期付加回路２６の出力データと変調器２２ａ
の出力データとのいずれか一方のデータ信号を選択的に光変調器１４に供給する。よって
、リンキング領域用データには同期コードは付加されず、ディスク１のトラック上におい
てＥＣＣブロック間に形成されるリンキング領域は同期コードを含まない疑似データであ
るところのリンキング領域用データのみとなる。
【００３３】
　以上の如く、光記録媒体のリンキング領域に記録されているリンキングデータは、スク
ランブルされて隣接トラック間において前記リンキングデータの記録パターンは互いに異
なったデータとして、隣接トラック間において互いに異なるアドレス情報を初期値とする
乱数として発生されたデータとして、又は、隣接トラック間において互いに異なるアドレ
ス情報を初期値としてビットシフトされたデータとして生成される。更に、リンキング領
域内の２つの同期コードの同期パターンが互いに異なる。よって、ＤＶＤ－ＲＯＭのよう
な書き込みができない再生専用の光学式記録媒体とＤＶＤ－ＲＷ等の書き込み可能な光学
式記録媒体との記録フォーマット上の互換性を持つことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】原盤記録装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１の装置中の乱数発生器の構成を示すブロック図である。
【図３】１ＥＣＣブロックのデータ構造を示す図である。
【図４】１セクタ分の記録信号のデータ構成を示す図である。
【図５】ＥＣＣブロック間のリンキング領域を示す図である。
【図６】各トラックのリンキング領域の位置を示す図である。
【図７】トラック間で隣接するリンキング領域の位置を示す図である。
【図８】ＥＣＣブロック間のアドレスデータを含むリンキング領域を示す図である。
【図９】原盤記録装置の他の構成を示すブロック図である。
【図１０】原盤記録装置の他の構成を示すブロック図である。
【図１１】原盤記録装置の他の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１　記録原盤
　１１　マスタクロック発生器
　１２　ＰＬＬ回路
　１３　記録信号発生回路
　１４　光変調器
　１５　記録アクチュエータ
　１６　スピンドルモータ
　１７　サーボコントローラ
　１８　メインコントローラ
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【図３】 【図４】
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【図７】

【図８】 【図９】
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